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Ⅰ マニュアルの基本事項 

１ 目  的 

  本マニュアルは、除融雪に関し行政、市民、地域の役割を定めることにより佐久市

に即した対策を確立するとともに、佐久市交通安全条例の趣旨に基づき行政と市民が

一体となり安全で快適な市民生活を実現させることを目的とし、効率的で効果的な道

路除融雪の手引きとする。 

  

２ 基本方針 

  雪害は、他の自然現象に比べ日常性の高い災害であり、かつ生活・社会・経済活動

に与える影響が大きいといえる。 

  このため、行政と市民一人ひとりが役割を分担し、協働することによる除雪体制を

図るとともに、地域ぐるみの除雪体制を確立することにより、市民生活の安全確保を

推進する。 

  また、路面凍結対策として、関係機関及び地域と連携し、路面凍結防止剤の適時・

的確な散布を行い、安全な道路状況の維持を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 自治体と地域の役割 

 除雪について 

（1）県の役割 

     国道、主要地方道及び一般県道における除雪の実施。 

（2）市の役割 

佐久市が管理する主要道路において、機能性を有する防滑装置装着タイヤ及

び防滑タイヤでの走行が可能となる除雪の実施。 
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（３）市民・地域の役割 

地域内道路、生活道路、歩道、横断歩道橋、各戸の玄関先等における、市民

の積極的な参加による地域ぐるみの除排雪の実施。 

  融雪について 

（1）県の役割 

     国道、主要地方道及び一般県道における融雪の実施。 

（2）市の役割 

佐久市が管理する主要道路において、別途指定する幹線道路を重点とした融

雪の実施。 

道路面の凍結によるスリップ事故や渋滞を防止するため、日陰道等への凍結

防止剤散布。 

区長からの申請に基づく、各区への凍結防止剤配布。 

（３）市民・地域の役割 

     地域の生活道路及び集落内道路における、市民の積極的な参加による凍結防

止剤散布。 
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Ⅱ 除雪体制 

 １ 市の組織体制 

   円滑な除雪を実施するためには、除雪・連絡体制の構築が重要となる。 

   市長は災害が発生しまたは発生するおそれがある場合で、必要と認めるとき、災

害対策基本法第23条の規定により、佐久市災害対策本部を設置することとしてお

り、災害対策本部が設置された場合には、除雪体制も災害対策本部の元に統合され

ることとなる。 

このため市では、災害対策本部が設置された状況下と通常の降雪状況下における

二つの組織体制を定めることにより、降雪に対し円滑な対応を図るものとする。 

  （１）災害対策本部体制 

     災害対策本部体制とは、多大な降雪により災害対策本部が設置された場合に

敷く、市役所全体を上げて対応を行う体制である。 

    【本部体制】 

     災害対策本部は下記図によるもので、市民の救援、他組織への応援要請その

他災害の状況に応じ必要な対策をとるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長

副市長

教育長

総務部長

市民健康部長

環境部長

経済部長

建設部長

会計局長

議会事務局長

社会教育部長

浅間総合病院

臼田支所長

浅科支所長

危機管理課

専　門　幹

消防
対策部

消防団班

臼田支部
対策部

総務税務班/市民福祉班/経済建設環境班

地域局長

社会教育
対策部

生涯学習班/文化振興班/体育班/中央公民館班/
中央図書館班/近代美術館班

学校教育部長

病院
対策部

浅間総合病院班

事務長

望月支所長

浅科支部
対策部

総務税務班/市民福祉班/経済建設環境班

望月支部
対策部

総務税務班/市民福祉班/経済建設環境班

議会
対策部

議会事務局班

福祉部長

学校教育
対策部

学校教育班/教育施設班/学校給食班

企画部長

地域整備班

経済
対策部

農政班/耕地林務班/商工振興班/観光交流推進班/
農業委員会事務局班/佐久平交流センター班

本部長

建設
対策部

土木班/道路建設班/都市計画班/都市開発班/公園緑地班/
建築住宅班

副本部長

福祉
対策部

福祉班/子育て支援班/高齢者福祉班/臼田学園班

本部員

本部員会議

総務
対策部

危機管理班/総務班/秘書班/財政班/税務班/収税班/
選挙管理委員会・監査委員事務局班

企画
対策部

企画班/広報情報班/契約班

市民健康
対策部

市民班/人権同和班/健康づくり推進班/国保医療班

環境
対策部

環境政策班/生活環境班/下水道班/
新クリーンセンター・斎場整備推進班

本部長付

地域
対策部

会計
対策部

会計班
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   【除雪・連絡体制】（建設部災害対策組織体制） 

    除雪委託業務に関する取組及び連絡については建設部で統括するものとする。

建設部は別に作成する災害対策組織編成表に従い災害対策組織を編成し、各支 

所と連携した除雪・連絡体制を構築するものとし、その概略は下記図によるもの

とする。 

 なお、積雪量が30㎝を超える場合においては、災害対策本部が設置されない 

場合においても、建設部災害対策組織体制を構築するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）通常体制 

     通常体制とは、災害対策本部体制以外の時の体制を指し、その本部体制及び

除雪・連絡体制は下記図によるものとする。 

   【本部体制】・【除雪・連絡体制】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業者指示・除雪作業
維持第１係

業者指示・除雪作業
維持第２係

情報収集・交通制限
管理係

総指揮
土木課長

除雪対応
維持第１係長

除雪対応
維持第２係長

情報収集・交通制限
管理係長

道路パトロール及び
被災状況確認班

応急対応班庶務連絡班
各支所

被災状況確認
応急対応

対策本部長
建設部長
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 2 除排雪路線 

  （１）除排雪路線の決定 

      除排雪路線は別に作成する除雪路線図に基づくものする。 

  （２）除排雪路線の優先順位 

      除排雪路線の優先順位については、国道、県道、市道の順に除雪するもの

とし、各路線の具体的な除雪順位については、各地域の状況を踏まえ別に定

めるものとする。 

 

３ 除雪基準 

  市における市道の除雪は委託業務により実施するものとし、その除雪基準は下記

表によるものとする。 

 除 雪 路 線 

 

 

出 動 基 準 路面状態の目標 

地域間を結ぶ市道で 

一次除雪路線に指定 

された道路 

※国・県道を結ぶ主要幹線道

路を指す 

降雪目安5～8cm 

わだち深さ5㎝ 

・通勤、通学時間帯の円滑 

 な交通確保 

・定期、巡回（福祉）バス 

路線の運行確保 

地域間を結ぶ市道で 

二次除雪路線に指定 

された道路 

※一次除雪路線に準じた地

区の重要路線を指す 

降雪目安10cm 

わだち深さ5㎝ 

・一次除雪路線に準ずる 

円滑な交通確保 

 

その他路線 

降雪目安15㎝程度 

状況により対応 

大雪、凍結等により 

市民生活への支障が 

予想されたとき 

・生活道路の円滑な 

交通確保 

 ※出動時に降雪が続いている場合 

 出動時に降雪が続いている場合には、路面の状況が各出動基準を下回るまで 

除雪作業を継続するものとする。 
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４ 市民の除排雪体制 

  （１）市民の除雪体制 

      市民は自助の精神に基づき各戸の玄関先及び所有地内等の除雪に努める

ものとする。 

  （２）地域の除雪体制 

      市民は日頃から区・ＰＴＡを中心とした地域体制の醸成に努め、区におい

ては各区長を中心とし、ＰＴＡにおいては各ＰＴＡ会長を中心として下記の

除雪に努めるものとする。 

      また、除雪等に関する意見及び要望は、原則として区長経由とする。 

 

 

区 
地域内道路、生活道路、歩道、 

横断歩道橋、ゴミステーション周辺 

PTA 

 

通学路、通学路となっている横断歩道 

 

 ５ 除雪受託業者の体制 

   除雪受託業者は、別に配布する佐久市除雪業務実施要領に基づき確実に除雪を

行うものとし、降雪予報を確認し除雪機械を確実に出動できる態勢をとるととも

に、除雪機械の整備及び燃料の確保並びに受託業者相互の協力体制の構築に努め

るものとする。 

 

 ６ 公共雪捨て場の確保と管理 

   市は、復旧または修繕の必要がない河川敷などを公共の雪捨て場の候補地とし

て把握し、必要に応じ雪捨て場の開設及び管理を行うものとする。 
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Ⅲ 融雪体制 

 １ 融雪体制 

   融雪体制は除雪体制に準じるものとする。 

   但し、積雪量が多く、融雪の効果が見られない状況と判断されるときはこの限

りではない。 

 

 ２ 融雪基準 

   融雪は除雪に先んじて実施する必要があるため、気象状況や路面状況などから

凍結路面の発生や降雪予報がある場合で、概ね下記のような場合に行うものとす

る。 

（１）路面が除雪出動基準に達しない場合で、圧雪が形成され路面凍結化する

おそれがある場合。 

（２）降雪や融雪により、路面や圧雪表面が湿潤状態になり再凍結のおそれが

ある場合。 

（３）路面凍結が発生し、車両の円滑な走行が困難となるおそれがある場合。 

 

 ３ 融雪路線 

   融雪路線は別に作成する融雪路線図に基づくものする。 

 

 ４ 市民の融雪体制 

   （１）凍結防止剤の配布体制 

       凍結防止剤の配布要望は原則として区長が行うものとし、区長は各区 

      の状況に応じ、必要な量の凍結防止剤を市に配布依頼するものとする。 

   （２）市民・地域の融雪体制 

       市民は前記Ⅱ４（２）地域の除雪体制に定める箇所中の、特に凍結につ 

      いて注意すべき個所を中心に融雪に努めるものとする。 
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Ⅳ 情報共有・啓発計画 

 １ 各団体の情報共有体制 

  （１）各団体における除雪全体の情報共有体制 

      除雪に関する全体の方向性等については、県が設置する、国、県、市、

NEXCO、警察等で構成する「除雪連絡会議」により各団体で情報を共有す

るものとする。 

  （２）国県道及び市道の除雪及び規制に関する情報共有体制 

      県及び市がそれぞれ除雪する国県道と市道の除雪状況及び通行規制に関

する情報の相互共有については、状況を把握するためＦＡＸ及び電子メー

ルを用いて行うものとする。 

 

 ２ 市民への情報発信 

  （１）通行規制について 

      国県道及び市道の交通規制について、市のホームページや防災無線、日

本道路交通情報センターのホームページを活用し、情報提供を行うものと

する。 

（２）啓発活動について 

      広報紙及びＦＭ佐久平等により以下の内容について啓発を行う。 

・地域住民が自主的に共同して行う除雪及び除雪事業への理解と協力につ

いて 

      ・道路への雪出し及び水路への雪捨てによる二次災害防止等について 

      ・除雪作業の停滞、交通渋滞などの混乱を起こす路上駐車の防止について 

      ・降雪時に倒伏する可能性のある竹木類の伐採について 

  

 

 


